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クリーンピア共立2006.3

   
　
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
で
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
と
廃
棄
物
の
「
発
生
抑
制
（
リ
デ

ュ
ー
ス
）・
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）・
再
生
利

用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）」
と
い
う
３
Ｒ
の
考
え

に
基
づ
い
た
循
環
型
社
会
形
成
の
た
め
、

平
成
十
七
年
度
か
ら
、
廃
食
用
油
燃
料
化

事
業
に
取
組
み
ま
し
た
の
で
、こ
の
概
要
を

報
告
し
ま
す
。 

　
廃
食
用
油
の
燃
料
化
と
は
、
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る
廃
食
用
油
を
、
薬
品
で
処
理

し
、
環
境
に
優
し
い
軽
油
代
替
燃
料
に
生

成
す
る
こ
と
で
す
。 

　
ま
た
、
生
成
さ
れ
た
軽
油
代
替
燃
料
は
、

Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
フ
ュ

ー
エ
ル
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

  

　
平
成
十
七
年
四
月
に
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
植
物
性
の
廃
食
用
油
（
天
ぷ
ら
や

揚
げ
物
で
使
用
し
た
油
、
賞
味
期
限
が
切

れ
た
油
な
ど
）
に
つ
い
て
、
も
や
せ
る
ご

み
の
収
集
日
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利

用
し
て
回
収
を
始
め
ま
し
た
。 

　
回
収
以
前
は
、
廃
食
用
油
を
専
用
の
薬

品
で
固
め
た
り
、
古
布
や
新
聞
紙
に
し
み

こ
ま
せ
た
り
し
て
廃
棄
を
お
願
い
し
て
い

ま
し
た
が
、
以
前
よ
り
も
手
軽
に
排
出
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
月
平
均
で
約
二
千
リ

ッ
ト
ル
以
上
の
排
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
回
収
実
績
は
（
表
１
）
の
と
お
り
で
す
。 

     

　
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
で
は
、
導
入
し
た
Ｂ

Ｄ
Ｆ
製
造
装
置
（
以
下
Ｂ
Ｄ
Ｆ
装
置
）
の
本

格
稼
動
に
伴
い
、
平
成
十
七
年
九
月
十
四
日

に
廃
食
用
油
燃
料
化
施
設
前
で
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
燃

料
と
し
て
使
用
す
る
車
両
の
出
発
式
を
行
い

ま
し
た
。 

　
最
初
に
、
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
の
管
理
者

で
あ
る
東
根
市
長
か
ら
、
環
境
保
全
に
対
す

る
取
組
み
と
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い
て

あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
参
加

者
の
拍
手
の
中
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
使
用
公
用
車
両

（
連
絡
車
・
し
尿
収
集
車
）
を
走
ら
せ
、

Ｂ
Ｄ
Ｆ
燃
料
車
出
発
式
を
終
了
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
式
典
後
に
行
わ
れ
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ
装
置

の
説
明
会
に
は
、
社
会
科
見
学
で
訪
れ
て
い

た
東
根
市
立
神
町
小
学
校
４
年
生
の
児
童
た

ち
も
加
わ
り
、
即
席
で
講
師
と
な
っ
た
管
理

者
か
ら
Ｂ
Ｄ
Ｆ
事
業
や
環
境
保
全
に
対
す
る

取
組
み
（
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
な
ど
の
説
明
を
受

け
、児
童
た
ち
に
と
っ
て
は
、
思
い
が
け
な

い
特
別
授
業
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
こ
の
事
業
が
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
か
ら
報

道
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
様
の
取
組
み
を
考

え
る
県
内
外
の
自
治
体
や
企
業
な
ど
の
視
察

が
相
次
い
で
い
ま
す
。 

  

管理者及び組合関係者によるテープカット

管理者から児童への特別授業導入したＢＤＦ燃料製造装置

このシンボルマークがついた
車両がＢＤＦ使用車で、し尿
収集車等に使用しています。
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回
収
し
た
廃
食
用
油
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
独

立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構
）
の
補
助
を
受
け
整
備
し

た
Ｂ
Ｄ
Ｆ
装
置
で
軽
油
代
替
燃
料
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。 

　
製
造
し
た
燃
料
は
、
軽
油
に
比
べ
地
球

温
暖
化
防
止
の
原
因
と
な
る
ガ
ス
の
排
出

量
が
少
な
く
環
境
に
優
し
い
資
源
循
環
型

の
燃
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
枯
渇
抑

制
に
も
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ク
リ
ー
ン

ピ
ア
共
立
で
は
、
連
絡
車
や
、
し
尿
収
集
車

に
使
用
し
環
境
保
全
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
燃
料
に
し
た
事
に
よ
っ
て
、

し
尿
収
集
車
で
使
用
す
る
軽
油
量
が
前
年

度
対
比
で
約
四
割
削
減
さ
れ
、
石
油
製
品

高
騰
の
折
、
経
費
削
減
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。 

 

                 

　
Ｂ
Ｄ
Ｆ
事
業
は
、
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

自
治
体
等
で
も
取
組
み
は
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
回
収
方
法
や
副
産
物
（
グ
リ
セ
リ
ン
・

洗
浄
水
等
）
の
処
理
経
費
を
い
か
に
抑
え
る

か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
で
は
、
こ
れ
ら
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
既
存
の
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
、
も
や
せ
る
ご
み
の
日

に
回
収
す
る
方
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。
副
産

物
処
理
に
つ
い
て
は
、
洗
浄
水
を
隣
接
す
る

し
尿
処
理
施
設
で
処
理
し
、
グ
リ
セ
リ
ン
に

つ
い
て
は
焼
却
炉
で
焼
却
処
理
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
経
費
を
か
け
る
こ
と
な
く
回
収
・
処

理
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場
や
公
立
病

院
等
、
公
共
機
関
の
廃
食
用
油
に
つ
い
て
も

処
理
を
行
い
有
効
に
活
用
し
て
お
り
ま
す
。 

  

　
廃
食
用
油
は
、
家
庭
の
流
し
に
捨
て
る
と

配
水
管
を
詰
ま
ら
せ
た
り
、
下
水
道
や
合
併

浄
化
槽
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
原
因
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
河
川
に
流
入
す
れ
ば
水
質
汚

濁
な
ど
の
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
す
原
因
に

も
な
り
ま
す
。 

　
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

資
源
を
大
切
に
し
、
よ
り
良
い
環
境
の
保
全

に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

   

○
回
収
で
き
る
廃
食
用
油 

・
家
庭
で
使
用
し
た
食
用
油 

（
サ
ラ
ダ
油
・
天
ぷ
ら
油
等
） 

・
賞
味
期
限
切
れ
の
食
用
油 

　
※
植
物
性
に
限
り
ま
す
。 

   

×
回
収
で
き
な
い
も
の 

・
汚
れ
の
ひ
ど
い
油
、
動
物
性
の
脂 

（
固
め
る
か
新
聞
紙
に
し
み
こ
ま
せ
て

　
も
や
せ
る
ご
み
に
お
願
い
し
ま
す
。） 

・
自
動
車
等
の
オ
イ
ル 

（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
製
造
で
き 

　
な
く
な
り
ま
す
。） 

 

◆
注
意
点 

・
天
か
す
等
の
異
物
は
、
こ
し
て
取
り

　
除
い
て
く
だ
さ
い
。 

・
し
っ
か
り
容
器
の
フ
タ
を
し
て
出
す

　
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
指
定
袋
に
入
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

　
ん
が
、
も
や
せ
る
ご
み
の
日
に
収
集

　
所
の
目
立
つ
所
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。 

※
缶
や
ビ
ン
に
入
っ
て
い
る
食
用
油
は
、

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
に
移
し
換
え
て
く

　
だ
さ
い
。
ま
た

　
缶
や
ビ
ン
は
資

　
源
物
と
し
て
収

　
集
日
に
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。 

製造したＢＤＦを車両に給油

木質ペレット

出
し
方
の
お
願
い 

　クリーンピア共立では、冬期間の気温低下に伴い廃食用油の粘
度が高くなるため、不純物除去の遅延を緩和する目的でペレット
ストーブを導入しました。 
　ペレットストーブは、石油ストーブと 
比べ燃焼時に温室効果ガス等の発生が 
少ない特性があります。 
　また、燃焼に伴い発生する二酸化炭素に 
ついては、森林や植物の生育（光合成）に 
必要なエネルギーとして取込まれ循環されます。 
　このように作業効率の向上と環境負荷の低減 
に役立つ、機材として使用しています。 

東 根 市

村 山 市

天 童 市

河 北 町

合 計

搬入本数(本)

4,941

2,133

6,721

1,918

15,713

平成17年度廃食用油回収実績 （表1）
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ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
で
は
、
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
・

環
境
保
全
等
の
普
及
啓
発
の
た
め
、
環
境
フ
ェ
ア
を
平
成
十

七
年
九
月
二
十
五
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
施
設
の
開
放
や
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
、
リ

サ
イ
ク
ル
を
題
材
と
し
た
催
し
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
今
回

か
ら
、
組
合
管
内
の
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
作
り
に
取
組
ん

で
い
る
企
業
の
出
展
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。 

　
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、
環
境
に
対
す
る
関
心
を

も
っ
た
多
数
の
来
場
者
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

リサイクル品を使った体験手芸コーナーリサイクル品を った体験手芸コーナー

フリーマーケットフリーマーケット

環境に配慮した企業の出展環 に配慮した企業の出展

リサイクル自転車の抽選販売リサイクル 転車の抽選 売

リサイクル品を使った体験手芸コーナー

フリーマーケット

環境に配慮した企業の出展

リサイクル自転車の抽選販売

標語コンクール受賞の皆さん

渡邉菜美さんのご家族の方
が代理として出席いただき
ました。

茂木幸志朗君の作品が最優
秀賞となり受賞いたしまし
た。
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ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
で
は
、
平
成
十
五
年
九
月
か
ら
三
市

一
町
に
お
け
る
ご
み
減
量
化
及
び
適
正
処
理
を
推
進
す
る
た

め
、
構
成
す
る
各
市
町
か
ら
住
民
の
代
表
者
及
び
見
識
者
を

委
員
と
し
て
選
出
し
、
「
ご
み
減
量
化
等
対
策
懇
談
会
」を

設
置
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
懇
談
会
で
は
、
平
成
十
六
年
四
月
か
ら
導
入
さ

れ
て
い
る
、
指
定
ご
み
袋
の
形
状
（
レ
ジ
袋
タ
イ
プ
へ
）
及

び
ご
み
袋
の
料
金
設
定
の
見
直
し
や
、
平
成
十
七
年
四
月
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
、
廃
食
用
油
の
回
収
事
業
に
つ
い
て
協

議
・
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
現
在
は
、
資
源
化
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た

に
資
源
化
施
設
を
整
備
し
、
合
わ
せ
て
住
民
の
皆
さ
ん
が
廃

棄
物
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
学
習
で
き
る
様
な
施

設
整
備
を
検
討
し
て
お
り
ま

す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
ご
み
減
量

化
及
び
再
資
源
化
に
対
す
る
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
十

分
に
反
映
す
る
た
め
の
重
要

な
組
織
と
し
て
、
ご
み
減
量

化
等
対
策
懇
談
会
を
運
営
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

                
　
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
で
は
、
小
学
校
の
社
会
科
見
学
や
婦

人
会
・
自
治
会
等
の
団
体
、
企
業
の
皆
さ
ん
か
ら
業
務
を
広

く
ご
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
視
察
研
修
を
随
時
受
付

け
て
お
り
ま
す
。 

　
平
成
十
六
年
度
の
視
察
研
修
実
績
は
、
五
十
六
団
体
の
方

々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
小
学
校
の
社
会
科
見
学
は
、
環
境
教
育
と
し
て
、
ご
み
処

理
施
設
の
見
学
を
通
じ
、
ど
う
す
れ
ば
ご
み
減
量
に
つ
な
が

る
か
な
ど
の
学
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
希
望
者
に
は
、

概
要
説
明
や
参
考
資
料
な
ど
を
用
意
し
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

　
ど
の
よ
う
な
ご
み
処
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
か
興
味
の
あ

る
方
は
、
是
非
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
ま
で
見
学
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

    

　
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
で
は
、
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
ご
み

減
量
化
及
び
森
林
資
源
保
護
の
一
環
と
し
て
、
家
庭
か
ら
分

別
し
て
直
接
搬
入
し
た
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
無
料

回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
ご
み
と
し
て
排
出
す
れ
ば
有
料
で
焼
却
処
理
さ
れ
、
二
酸

化
炭
素
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
無
料
回
収
さ
れ
た
古

紙
類
は
再
生
さ
れ
、
再
び
紙
製
資
源
と
し
て
生
ま
れ
か
わ
り
、

森
林
伐
採
の
抑
制
に
な
り
ま
す
。 

　
「
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
ご
み
」
依
然
と
し
て
大
量

消
費
が
続
く
現
代
、
環
境
問
題
と
資
源
問
題
が
両
立
す
る
よ

う
考
え
る
こ
と
も
大
切
な
と
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
地
域
で
行
わ
れ
る
資
源
回
収
に
出
し
忘
れ
た
時
や
家
庭
の

清
掃
等
で
一
時
的
に
発
生
し
た
場
合
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

住
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
！ 

〜
施
設
見
学
・
視
察
研
修
に
つ
い
て
〜 

〜
新
聞･

雑
誌･

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
無
料
回
収
〜 

〜
ご
み
減
量
化
等
対
策
懇
談
会
〜   

自治会等の視察

施設の社会科見学

ごみ減量化等対策懇談会開催

新聞･雑誌・ダンボール回収場所は上記のとおり
です。Ｈ17.4月～12月まで153トンの回収と
なっております。

場所はこちら 

クリーンピア共立場内図 

至河北町 
至東根市 

煙突 

計量室計量室 
 
計量室 
 

車
庫 

ご
み
焼
却
処
理
施
設 



6

クリーンピア共立2006.3

　 

   

　
過
去
五
年
間
の
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
収

集
量
は
、（
図
１
）
で
見
て
み
る
と
、
し
尿

収
集
量
が
減
少
し
、
浄
化
槽
汚
泥
収
集
量

が
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
共
下
水
道
や
合
併

浄
化
槽
の
普
及
に
よ
り
収
集
量
が
変
化
し

た
も
の
で
す
。
　 

　
平
成
十
六
年
度
収
集
量
を
前
年
度
と
比

較
し
て
み
る
と
、
し
尿
が
十
一
・
一
％
、

浄
化
槽
汚
泥
が
七
・
一
％
減
少
し
て
お
り
、

全
体
で
は
、
八
・
九
％
減
少
し
て
い
ま
す
。 

            

　（
図
２
）
は
、
平
成
十
六
年
度
し
尿
・
浄

化
槽
汚
泥
収
集
量
の
市
町
別
収
集
量
と
そ

の
割
合
を
表
し
て
い
ま
す
。 

               

　
ご
み
処
理
量
の
過
去
五
年
間
の
推
移
（
図

３
）
は
、
こ
れ
ま
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
平
成
十
六
年
度
は
減
少
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
十
六
年
度
の
ご
み
処
理
量
を
前
年

度
と
比
較
す
る
と
、
家
庭
系
ご
み
が
三
・
七

％
、
事
業
系
ご
み
が
二
・
九
％
の
減
少
、自

己
搬
入
ご
み
に
つ
い
て
も
六
・
七
％
の
減
少

に
な
っ
て
お
り
、
全
体
で
は
三
・
六
％
の
減

少
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
拠
点
回
収
や
集
団
回

収
の
利
用
、
ご
み
減
量
・
排
出
抑
制
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
結
果
と
証
紙
改
訂
（
指
定
ご

み
袋
の
料
金
変
更
）
に
よ
る
抑
制
効
果
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
み
搬
入
量
の

減
少
が
続
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

             

　（
図
４
）
は
、
一
人
一
日
あ
た
り
の
ご
み

排
出
量
の
推
移
を
表
し
て
い
ま
す
。 

            

　（
図
５
）
は
、
平
成
十
六
年
度
分
の
市
町

別
一
人
一
日
あ
た
り
の
ご
み
排
出
量
を
表
し

て
い
ま
す
。 

                          

　（
図
６
）
は
、
平
成
十
六
年
度
ご
み
処
理

量
の
市
町
別
割
合
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の

割
合
が
各
市
町
の
負
担
金
を
算
出
す
る
際
に

使
用
さ
れ
ま
す
。 

288，5244

144，1899

4，1377

299，5522

155，0599

3，8633

300，1399

155，7733

4，1433

311，6833

166，1622

4，6377

300，5599

155，6977

4，3277

8033
8300

8566

90000

8699

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
収
集
量 

ご
み
の
収
集
量 

ごみ搬入量の推移 （図3）

し尿･浄化槽 
汚泥収集量の推移 

し尿

12年度

20，000

18，000

16，000

14，000

12，000

10，000

キロリットル

13年度 14年度 15年度 16年度

浄化槽汚泥

家庭系ごみ

12年度

28，524

14，189

4，137

13年度

29，552

15，059

3，863

14年度

30，139

15，773

4，143

15年度

31，683

16，162

4，637

16年度

30，559

15，697

4，327

55，000

45，000

35，000

25，000

15，000

トン

事業系ごみ 自己搬入ごみ

東根市

899

村山市

738

天童市

915

河北町

845

1，000

900

800

700

600

500

グラム

（図1）

平成16年度 
市町別1人1日あたりのごみ排出量 

 

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

803
830

856

900

869

1，000

950

900

850

800

750

700

グラム

（図5）

1人1日あたりのごみ排出量 （図4）

平成16年度 
市町別ごみ処理量割合 

 
（図6）

平成16年度 
市町別し尿・浄化槽汚泥収集量割合 

 
（図2）

単位：トン

単位：
キロリットル

総量

29,322

河北町
4，763
16％

天童市
7，369
25％

村山市
5，831
20％

東根市
11，359
39％

総量

50,584

河北町
6，592
13.0％

天童市
21，116
41.7％

村山市
7，780
15.4％

東根市
15，096
29.8％
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・測定値は焼却炉3炉の平均値です。排ガス測定は年2回実施です。 
・硫黄酸化物のK値は、量規制であり地域の区分ごとに異なってお
　り、数字が小さくなればなるほど規制が厳しいことです。 

・測定値は焼却炉3炉の平均値です。 
　平成9年12月1日から年1回の測定が
　義務付けられています。 

  
　（
図
７
）
は
、
平
成
十
六
年
度
に
回
収
し

た
資
源
物
の
内
訳
と
そ
の
割
合
を
表
し
て

い
ま
す
。
全
体
で
二
千
九
百
七
十
九
ト
ン

と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
五
・
〇
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。 

　（
図
８
）
は
、
主
な
資
源
物
の
過
去
五
年

間
の
回
収
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。 

　
回
収
さ
れ
た
資
源
物
の
う
ち
、
鉄
・
ア

ル
ミ
・
生
き
ビ
ン
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
・
新
聞
・
雑
誌
は
有
償
で
売
却

し
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
カ
レ
ッ
ト
（

ビ
ン
く
ず
）
・
乾
電
池
は
、
料
金
を
支
払

っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
引
き
取
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。 

 

                 

　
資
源
物
は
重
量
的
に
見
ま
す
と
、
前
年
度

よ
り
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
個
々
の
品
目
で

は
鉄
類
・
生
き
ビ
ン
が
減
少
し
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
が
増
加
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
清
涼
飲
料
水
な
ど
の
容
器
が
鉄
以
外
の

物
に
変
更
さ
れ
て
い
る
背
景
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
平
成
十
五
年
度
か
ら
は
、

直
接
搬
入
の
古
紙
類
分
別
を
行
い
有
効
資
源

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
も
や
せ
る
ご
み
と
し
て
ダ
ン
ボ
ー
ル
が

搬
入
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
大
切
な
資
源
で
す
の
で
、
分
別
し
て
紙
製

資
源
物
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

　
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
で
は
、
ご
み
の
焼
却

処
理
を
行
う
上
で
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意

し
て
運
転
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

①
ご
み
を
高
い
温
度
（
８
５
０
℃
以
上
）
で

　
焼
却
し
て
い
ま
す
。 

②
排
ガ
ス
（
煙
）
の
中
の
一
酸
化
炭
素
、
酸

　
素
濃
度
を
常
時
監
視
し
て
完
全
燃
焼
を
行

　
う
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。 

③
安
定
し
た
温
度
管
理
を
行
う
た
め
に
二
十

　
四
時
間
の
連
続
運
転
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

④
ろ
過
式
集
じ
ん
装
置
（
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
）

　
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
吸
着
処
理
し
て
い

　
ま
す
。 

　
今
後
と
も
適
正
な
運
転
管
理
の
下
に
公
害

防
止
を
図
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

7299

1599
455

2855

7577 7

3011

1733
355

7911

3133 3
2411
366

7955

3266
2822 2

44
1122

8088 8

3477
30000
1766
400

資
源
物
回
収
状
況 

ご
み
焼
却
処
理
施
設
の
公
害
防
止
対
策
に
つ
い
て 

 
平成16年度　資源回収状況 （図7）

年度別　資源回収状況 （図8）

単位：トン

総量

2,979

乾電池 40（1％）

ペットボトル
300（10％）

カレット
808
（27％）

生きビン 40
（1％）

段ボール
新聞・雑誌
176（6％）

アルミ 347（12％）

鉄
1，268
（43％）

1，864

729

159
45

285

1，620

757

301

173
35

1，516

791

313
241
36

1，517

795

326
282

44
112

1，268

808

347
300
176
40

2，000

1，500

1，000

500

0
12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

トン

ペットボトル
鉄

段ボール・新聞・雑誌
アルミ 生きビン カレット

○ダイオキシン測定結果表 ○排ガス（煙）測定結果表 

測定月 

排出基準 

平成14年12月1日～ 

平成17年10月 

測定値 測 定 項 目  

ば い じ ん 濃 度  

塩 化 水 素 濃 度  

窒素酸化物濃度  

硫黄酸化物排出量 

測定値 

0.010未満 

120 

130 

0.14

排出基準 

0.15 

700 

250 

K値＝17.5
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1，300，000

1，400，000

1，500，000

1，600，000

1，700，000
1，64444，4399

1，6199，6199

1，4800，0511

1，644，439

14年度

千円

1，619，619

15年度

1，480，051

16年度

            

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
予
算
現
額
に
対
し

て
収
入
済
額
は
〇
・
九
％
の
増
収
と
な
り

ま
し
た
。
歳
入
で
主
な
も
の
は
、
市
町
負

担
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
で
あ
り
ま
す
。

　
内
訳
は
、
下
記
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

  

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
予
算
現
額
に
対
し

て
支
出
済
額
は
九
八
・
三
％
と
な
り
ま
し

た
。
歳
出
で
主
な
も
の
は
、
事
業
費
と
公

債
費
で
あ
り
ま
す
。
事
業
費
の
内
訳
は
左

記
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

  

　
平
成
十
六
年
度
の
市
町
負
担
金
が
、
前

年
度
と
比
べ
約
一
億
四
千
万
円
の
削
減
と

な
り
約
八･

六
％
減
少
し
た
結
果
、
管
内

住
民
一
人
あ
た
り
の
し
尿
・
ご
み
収
集
処

理
に
係
る
負
担
は
９，
２
６
３
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
一
般
会
計
決
算
内
訳
の
公
債

費
（
組
合
の
借
入
）
減
少
及
び
財
産
収
入

（
有
価
物
の
売
上
）
と
証
紙
収
入
（
ご
み

袋
の
売
上
）
の
増
加
と
共
に
、
資
源
回
収

等
の
ご
協
力
に
よ
り
収
集
処
理
量
の
減
少

に
つ
な
が
っ
た
結
果
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
ご
協

力
の
も
と
、
よ
り
負
担
金
軽
減
に
つ
な
が

る
よ
う
適
正
な
運
営
に
取
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

　
平
成
十
六
年
度
（
平
成
十
六
年
四
月
〜
平
成
十
七
年
三
月
）
一
般
会
計
決
算
状

況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
歳
入
に
つ
い
て
は
二
十
五
億
五
千
三
百
万
円
、

歳
出
に
つ
い
て
二
十
四
億
八
千
七
百
万
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額
六
千
六

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

使用料及び使用料及び
手数料手数料
908,1988 8

市町負担金市町負担金
1,480,0511 1

し尿処理し尿処理
手数料手数料
357,20000

証紙収入証 収入
290,8266

し尿収集費し 収集費
175,6855 5

可燃ごみ処理費可 ごみ処理費
340,2122 2

ごみ収集費ごみ収集費
187,8844

不燃ごみ不燃ごみ
処理費処理費
175,0611 1 事業費事業費

1,051,74444

公債費公債費
1,145,7344 4

河北町河北町
115,3255 5

償還交付税償還交付税
630,9466 6

天童市天童市
346,3988

村山市村 市
146,9344 4

東根市東根市
240,4488

合計

908,197

事業費内訳 

市町負担金の動向 

単位：千円

歳入内訳 

単位：千円

歳出内訳 

単位：千円

市町負担金内訳 

単位：千円

使用料及び手数料内訳 

単位：千円

皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
へ 

歳入合計

2,553,282

繰越金 89,543 諸収入 453
財産収入
75,037

使用料及び
手数料
908,198

市町負担金
1,480,051

合計

1,480,051

し尿処理
手数料
357,200

ごみ処理手数料
258,568

動物死体
処理手数料
1,586

督促
手数料
17

証紙収入
290,826

河北町
115,325

償還交付税
630,946

天童市
346,398

村山市
146,934

東根市
240,448

し尿処理費
172,902

し尿収集費
175,685

可燃ごみ処理費
340,212

ごみ収集費
187,884

不燃ごみ
処理費
175,061

議会費 2,052 総務費
287,391

事業費
1,051,744

公債費
1,145,734

合計

1,051,744

歳出合計

2,486,921
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   【
現
金
で
お
支
払
い
の
方
】 

　
今
ま
で
、
不
在
等
の
場
合
の
し
尿
く
み

取
り
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ク
リ
ー
ン

ピ
ア
共
立
の
窓
口
ま
で
持
参
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、
後
日
支
払
い
に
て
処
理
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
納
入
通
知
書
に
よ
る
料
金

の
お
支
払
い
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

　
不
在
の
場
合
の
手
数
料
は
、
ク
リ
ー
ン

ピ
ア
共
立
か
ら
後
日
納
入
通
知
書
が
発
行

さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
納
入
通
知
書
に
て
、

お
近
く
の
銀
行
又
は
農
協
（
郵
便
局
を
除

く
）
で
お
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
納
期
限
ま
で
に
お
支
払
い
い
た

だ
け
な
い
場
合
、
督
促
手
数
料
が
発
生
し

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
不
在
が
多
い
方
は
、
便
利
な
口
座
振
替

に
よ
る
お
支
払
い
を
お
勧
め
し
ま
す
。
申

し
込
み
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
銀
行

又
は
農
協
（
郵
便
局
を
除
く
）
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
担
当
係
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

【
口
座
振
替
で
の
お
支
払
い
の
方
】 

　
金
融
機
関
か
ら
の
口
座
振
替
を
ご
利
用

の
方
の
締
切
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
毎
月
十
八
日
か
ら
、
毎
月
末
日
に

変
わ
り
ま
す
。
口
座
か
ら
の
振
替
日
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
翌
月
二

十
六
日
の
引
き
落
と
し
で
す
の
で
、
残
高

は
振
替
日
の
前
日
ま
で
に
確
認
く
だ
さ
い
。 

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】 

　
く
み
取
り
手
数
料
の
未
納
が
あ
り
ま
す

と
、
そ
の
後
の
く
み
取
り
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

   

　
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
で
は
、
し
尿
処
理

工
程
時
に
発
生
す
る
、
脱
水
汚
泥
か
ら
ビ

ッ
グ
コ
ン
ポ
を
生
産
し
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
予
想
を
上
回
る
需
要
に
対
し
、

製
品
提
供
が
間
に
合
わ
ず
利
用
者
の
方
に

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。 

　
今
年
度
以
上
の
増
産
が
困
難
な
状
況
の

た
め
次
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
品
薄
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
大
量
購
入
（
バ
ラ
で

の
購
入
）
を
お
考
え
の
方
は
、事
前
に
ク
リ

ー
ン
ピ
ア
共
立
ま
で
在
庫
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

○
販
売
取
扱
所 

【
袋
入
り
】 

　
・
一
袋
（
十
五
キ
ロ
詰
）
　
三
百
円 

　
社
会
福
祉
法
人
　
東
根
福
祉
会 

こ
す
も
す
の
家 

電
話
　
４
４
―
１
５
６
６ 

【
バ
　
ラ
】 

　
・
値
段
　
六
・
五
円
／
キ
ロ 

　（
軽
ト
ラ
ッ
ク一
台
で
約
二
千
六
百
円
が
目
安
で
す
。） 

　
※
バ
ラ
販
売
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
等
で
購

　
　
入
し
て
も
ら
う
場
合
で
す
。 

□
製
造
・
販
売
（
バ
ラ
） 

　
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立 

電
話
　
４
７
―
１
３
２
１
（
代
） 

  

　
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
で
は
、
廃
家
電
５

品
目
及
び
廃
パ
ソ
コ
ン
を
処
理
し
ま
せ
ん
。 

　
メ
ー
カ
ー
が
行
う
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

     【
廃
家
電
の
お
問
合
せ
先
】 

　
販
売
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
廃
パ
ソ
コ
ン
お
問
合
せ
先
】 

　
パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進
セ
ン
タ
ー 

　
電
話
０
３
―
５
２
８
２
―
７
６
８
５ 

テレビ
（ブラウン管式）

パソコン

洗濯機 冷凍庫 冷蔵庫エアコン
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最
近
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方
に
異

変
が
お
き
て
い
ま
す
。
袋
を
有
効
に
使
う

た
め
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
細
か
く
裁
断
し
て

出
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
に
出
さ
れ

た
も
の
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、作
業
員
が

手
選
別
の
際
に
手
を

ケ
ガ
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
キ
ャ

ッ
プ
を
外
し
、
軽
く
水
洗
い
し
た
形
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
ご
み
袋
は
ご
み
の
種
別
に
関
わ

ら
ず
、
中
央
を
結
び
、
さ
ら
に
両
側
の
取

手
を
結
び
十
字
に
な
る
よ
う
な
形
で
結
ん

で
、
朝
八
時
ま
で
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

                

　
平
成
十
七
年
度
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
が
原
因

と
み
ら
れ
る
パ
ッ
カ
ー
車
火
災
が
三
件
発
生

し
て
い
ま
す
。 

　
い
ず
れ
も
「
も
や
せ
な
い
ご
み
」
の
収
集

中
に
発
生
し
た
も
の
で
、
ガ
ス
抜
き
さ
れ
て

い
な
い
ス
プ
レ
ー
缶
が
パ
ッ
カ
ー
車
内
で
圧

縮
さ
れ
、
こ
の
時
に
漏
れ
た
可
燃
性
ガ
ス
が

火
災
の
原
因
と
み
ら
れ
ま
す
。 

　
平
成
十
六
年
度
に
は
粗
大
ご
み
処
理
施
設

で
爆
発
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
ス
プ
レ
ー
缶
は
（
塗
料
類
は
も
や
せ
な
い

ご
み
へ
）
中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
、
必
ず

ガ
ス
抜
き
を
し
て
資
源
物
に
出
す
よ
う
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。 

  

　
引
越
し
等
で
一
時
的
に
多
量
の
ご
み
が
出

る
場
合
が
基
本
で
す
。
少
量
の
ご
み
搬
入
の

場
合
は
、
混
雑
解
消
の
た
め
に
も
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
搬
入
施
設
は
ご
み
の
種
別
ご
と
に

分
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
す
場
合
と
同
様
に
分
別
し
て

か
ら
搬
入
す
る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

受
付
時
間 

【
平
　
日
】 

　
・
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

　 

（
昼
休
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
） 

【
土
曜
日
・
日
曜
日
】 

　
・
第
一
、
三
週 

　
・
午
前
九
時
か
ら
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で 

 

料
　
　
金 

　
ご
み
の
種
別
に
関
係
な
く
十
キ
ロ
あ
た
り

　
一
三
〇
円
に
な
り
ま
す
。 

 

  

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収

集
申
込
み
や
、
く
み
取

り
ト
イ
レ
の
新
規
登
録

は
、
お
住
ま
い
の
市
役

所
・
役
場
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

　
東
根
市
市
民
生
活
環
境
課 

　
　
生
活
環
境
係
　（
４
２
）１
１
１
１ 

　
村
山
市
環
境
課 

　
　
環
境
係
　
　
　（
５
５
）２
１
１
１ 

　
天
童
市
生
活
環
境
課 

　
　
環
境
整
備
係
　（
６
５
４
）１
１
１
１ 

　
河
北
町
環
境
防
災
課 

　
　
生
活
環
境
係
　（
７
３
）２
１
１
１ 

 

ペットボトル
を裁断した物

平
成
1
8
年
3
月
　
 V
o
l.1
1
 　
　
　
　
編
集
・
発
行
●
東
根
市
外
ニ
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
　
　
　
　
印
刷
●
株
式
会
社
 武
田
印
刷
 

直
接
搬
入
に
つ
い
て 

直
接
搬
入
に
つ
い
て 

問
合
せ
先 

　
〜
缶
は
資
源
物
の
青
袋
へ
〜 

次に両側の取手も
忘れずに結ぶ。

最初にごみ袋の中
央部分を結ぶ。

車両火災により、積載していたごみを排出して車両火災により、積載していたごみを排出して
発火原因物を調査している現場。発火原因物を調査している現場。
車両火災により、積載していたごみを排出して
発火原因物を調査している現場。

郵便番号　999－3775 

山形県東根市大字野田字シタ2038番地 

東根市外二市一町共立衛生処理組合 
（愛称　クリーンピア共立） 

電　話　0237－47－1321（代） 

ＦＡＸ　0237－48－1841　　   

ホームページアドレス 

http://www.kurinpia.or.jp

Tradem
ark of A

m
erican S

oydean A
ssociation

ちきゅ
う
に
や
さ

しい

み

ど
り
を
ま
も

る

連休明けや年度初めなどは、
直接搬入者で渋滞します。少
量のごみの場合は、お近くの
ごみステーションをご利用
ください。皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。


